
右の表は、多摩26市の人口一人当たりの

民生費を比較したものです。決算カードな

どで目的別歳出の内訳をみるとまず、民生

費の支出が多額になっていることが分かり

ます。多摩地域の市をみると稲城市、あき

る野市、武蔵野市を除く23市の民生費が歳

出決算額の40％以上を占め、うち８市が50

％以上を占めています。特に清瀬市の民生

費は歳出の54.1%と最も高い割合を示すだ

けではなく、人口一人あたりの民生費額も

20.9万円で26市中最も高い支出となってい

ます。

民生費は、社会福祉費、老人福祉費、児

童福祉費、生活保護費、災害救助費からな

りますが、災害救助費は平時で支出するこ

とはほぼありません。また、社会福祉費は、

高齢者福祉、児童福祉、生活保護以外の福

祉に関する費用になります。民生費の内訳

をみると、どの自治体も児童福祉費が民生

費の約40%～50%を占め、金額とともに高い

支出となっていることがわかります。児童

福祉費の額は、目的別歳出の26市平均にお

いて民生費に次いで高い割合を占める総務

費や教育費よりも高い支出となっています。

その意味で、多摩地域の財政の大きな特徴

として、児童福祉費の支出額や占める割合

の大きをあげることができます。

生活保護費に関しては市ごとに支出額、

割合ともに差があることがわかります。支

出額をみると清瀬市（5.78万円）、立川市

（5.35万円）、東村山市（4.4万円）と高

い支出額になっている一方で、支出が少な

いあきる野市（2.2万円）、日野市（2.3万

円）、羽村市（2.5万円）は上位の市の半

分ほどになっています。

民生費の決算額と充当一般財源等を見る

と、市の持ち出しである充当一般財源等の

決算額に対する割合は半分程度しかないこ

とがわかります。特に、充当一般財源等額

は、生活保護費を見ると決算額の1/3程度

にしかありません。民生費決算額は羽村市

（8.7万円）、武蔵村山市（8.2万円）、昭

島市（78.6万円）の順で高いのですが、充

当一般財源等をみると調布市（3.4万円）、

羽村市（3.4万円）、稲城市（3.3万円）の

順で高くなっています。

一方で、老人福祉費はその多くが充当一般

財源等を占めています。高齢者福祉行政に

関わる支出の他、後期高齢者医療事業会計

や介護保険事業会計への繰出金が老人福祉

費に分類されます。武蔵野市（3.0万円）、

清瀬市（2.8万円）、西東京市（2.7万円）

の順に高い支出となっています。
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民生費から見る多摩地域の財政的特徴
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総務省統計局のホームページ

e-Statにて誰でも見ることができます。

https://www.e-stat.go.jp/
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※各市の民生費とその内訳をそれぞれ人口で割り、住民一人当たりの金額を算出した数値。
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